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　今日，看護師養成教育は大学教育に移行しつつあり，看
護系大学は180校を超えている。それとともに研究成果を
公表する場である看護系学会の数も増加してきている。そ
の中でも本学会の設立は早く，その発端は1974年（昭和49
年）10月にさかのぼる。当時，４国立大学（熊本大学，徳
島大学，弘前大学，千葉大学）の教育学部に高等学校衛生
看護科の教員を養成する特別教科（看護）教員養成課程
が設置（熊本大学：1966年（昭和41年）設置，徳島大学：
1967年（昭和42年）設置，弘前大学：1968年（昭和43年）
設置，千葉大学：1969年（昭和44年）設置）されており，
その現職教員の研究協議会がこの４大学の持ち回りで毎年
定期的に開催されていた。そして，1974年10月に千葉大学
で開催された第５回四大学研究協議会で，看護学確立のた
めの看護学会設立の必要性が討議され，研究会準備委員会
が発足した。1975年（昭和50年）９月の第６回四大学研究
協議会は徳島大学が主催し，同時に第１回四大学看護学研
究会が徳島大学で開催された。翌1976年（昭和51年）９月
には第２回四大学看護学研究会が弘前大学で開催された。
研究会開催とともに，その研究内容を公表する雑誌（学会
誌）が1978年（昭和53年）３月に，「四大学看護学研究会
雑誌」として創刊された。1981年（昭和56年）９月28日の
第７回四大学看護学研究会総会（熊本で開催）で，日本
看護研究学会と名称が変更され，それに伴い，４巻２号
（1981年10月20日発行）から学会誌名が「日本看護研究学
会雑誌」と変更された１）, ２）。そして，2007年（平成19年）
には学会誌発行30周年を迎えた。2008年に発刊された日本

看護研究学会雑誌発行30周年記念誌は，これまでに発刊さ
れた学会誌や編集委員会および学術集会の足跡を振り返る
ことで，本学会の学術的な蓄積を明らかにすることを目的
として企画された３）。その中で，過去29年間（1978年度～
2006年度）に本学会誌に掲載された論文の分析結果の概略
を紹介し，本学会の特徴や30年間の研究内容の推移につい
て記述したが，ここでは詳細な分析結果を報告するととも
に今後の看護学研究の展望について考える。

Ⅰ．方　　法
１．分析対象論文
　分析に用いた学会誌数は，本学会誌の前身である「四大
学看護学研究会雑誌」１巻１号（1978年３月）～４巻１号
（1981年６月）の８冊および現在の名称に変更された「日
本看護研究学会雑誌」４巻２号（1981年10月）～29巻５号
（2006年12月）までの92冊の合計100冊とし，これらの学会
誌に投稿された原著論文364編を分析対象とした。
２．分析方法
　分析に際しては，学会誌に掲載された原著論文のタイト
ルおよび要旨から研究領域および研究デザインを判断し
た。また，研究領域別原著論文数の推移をみるために，本
分析では１巻～５巻を第１期（発行年月：1978年３月～
1983年３月），６巻～10巻を第２期（1983年４月～1988年
３月），11巻～15巻を第３期（1988年６月～1992年12月），
16巻～20巻を第４期（1993年３月～1997年12月），21巻～
25巻を第５期（1998年３月～2002年12月），残り26巻～29
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巻の４年間を第６期（2003年４月～2006年12月）とした。
３．研究領域
　掲載された論文を分類するために研究領域を15に分け，
この研究領域にあてはまらないものは「その他」に分類し
た。15領域は次のとおりである。
　①　看護理論　　　②　看護管理　　③　看護技術
　④　看護教育　　　⑤　看護倫理　　⑥　精神保健看護
　⑦　母性・周産期看護　　　　　　　⑧　家族看護
　⑨　小児看護　　　⑩　急性期看護・クリティカルケア
　⑪　慢性期看護・リハビリテーション看護
　⑫　緩和ケア・ホスピスケア・がん看護
　⑬　高齢者看護　　⑭　地域看護・在宅看護　　
　⑮　感染看護　　　⑯　その他
４．研究デザイン
　研究デザインは，①質，②量，③実験・準実験，④混合，
⑤その他，の５つに分類し，研究デザインを明確に分類で
きないものは「不明」とした。実験・準実験研究は量研究
に含まず，別に分類した４）。また混合は，質研究と量研究
の２つのデザインを含むものとした。
　実験研究および準実験研究については下記のように定義
した。
実験研究： 現象にかかわる多くの要因の中から，いくつか

の要因だけを選び出して，それ以外の要因は同
じ状態に保つようにコントロールした状態で，
選び出した要因間の関係性を検証していく研究

準実験研究： 実験操作を行うが，実験に伴う統制群の設定や
無作為化などは強く規定しないで行う研究

Ⅱ．結　　果
１．研究領域別原著論文数
　最も多かった研究領域は「看護技術」の71編で，以下，
「看護教育」（57編），「慢性期看護・リハビリテーション看
護」（32編），「地域看護・在宅看護」（31編），「精神保健看
護」（24編）であり，この５領域で全体の59.1％を占めた
（表１）。
２．５年ごとの研究領域別原著論文数の推移
　学会誌は年度によって，１号と２号，または，３号と４
号を合併号として発行した年度があったため，分析した学
会誌数は第１期：13冊，第２期：12冊，第３期：19冊，第
４期：19冊，第５期：20冊，第６期（４年間）は16冊の合
計100冊であった。
　第１期の掲載論文数は52編であった（表２）。領域別では
「看護技術」と「看護教育」がそれぞれ８編で，続いて「小
児看護」および「感染看護」がそれぞれ５編であった。こ
の４領域の掲載論文数は26編で，全体の半数を占めていた。
　第２期の掲載論文数は70編で，「看護技術」18編，「感染

表１　研究領域別原著論文数

看護理論 8 小児看護 13 
看護管理 22 急性期・クリティカルケア 7 

看護技術 71 慢性期看護・リハビリテーション看護 32 

看護教育 57 緩和ケア・ホスピスケア・がん看護 15 

看護倫理 3 高齢者看護 16 
精神保健看護 24 地域看護・在宅看護 31 
母性・周産期看護 15 感染看護 22 
家族看護 6 その他 22 

表２　５年ごとの研究領域別原著論文数の推移

年
研究領域

1978－
1982

1983－
1987

1988－
1992

1993－
1997

1998－
2002

2003－
2006 合計

看護理論 4 4 0 0 0 0 8
看護管理 0 2 6 3 7 4 22
看護技術 8 18 22 8 8 7 71
看護教育 8 4 9 17 12 7 57
看護倫理 0 0 1 0 0 2 3
精神保健看護 2 0 2 4 8 8 24
母性・周産期看護 4 5 3 1 2 0 15
家族看護 0 2 0 0 3 1 6
小児看護 5 3 1 1 2 1 13
急性期・クリティカルケア 2 2 2 0 1 0 7
慢性期看護・リハビリテーション看護 3 4 5 3 11 6 32
緩和ケア・ホスピスケア・がん看護 4 0 5 2 0 4 15
高齢者看護 3 4 2 1 4 2 16
地域看護・在宅看護 2 7 5 8 6 3 31
感染看護 5 9 0 2 4 2 22
その他 2 6 3 4 4 3 22

合　　計 52 70 66 54 72 50 364
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看護」９編，「地域看護・在宅看護」７編であった。この３
領域の掲載論文数は34編で，全体の約半数を占めた。
　第３期は66編で，「看護技術」22編，「看護教育」９編，「看
護管理」６編であった。この５年間では，「看護技術」に
関する論文が全体の１ /３を占めた。
　第４期は54編で，第３期の５年間と比較して12編減少し
ていた。領域別では，「看護教育」が17編と増加し，「看護
技術」および「地域看護・在宅看護」がそれぞれ８編で
あった。この３領域の掲載論文数は33編で，全体の掲載論
文数の６割を占めた。
　第５期の掲載論文数は72編で，第４期の５年間と比較し
て18編増加した。領域別では，「看護教育」12編，「慢性期
看護・リハビリテーション看護」11編，「看護技術」およ
び「精神保健看護」が各々８編で，この４領域の掲載論文
数は39編であった。
　第６期はこれまでの結果とは異なり，領域間に投稿数の
差がなく，「精神保健看護」８編，「看護技術」と「看護教
育」７編，「慢性期看護・リハビリテーション看護」６編
であった。また，この４領域の掲載論文数は28編で，過半
数を占めていた。
３．研究デザインによる分類
　量的研究は192編（52.7％），実験・準実験研究は118
編（32.4％）であり，この両者を合わせると全体の約85％

を占めていた（表３）。また，質的研究は39編で，全体の
10.7％であった。
４．５年ごとの研究デザイン別論文数の推移
　各期における研究デザイン別の論文数とその割合につい
ては表４，図１のとおりである。
　量的研究は第１期から第４期までは20編（38.5％），28
編（40.0％），38編（57.6％），37編（68.5％）と増加し，
第４期では全掲載論文数の約７割を占めていた。しかし，
その後は第５期45編（62.5％），第６期24編（48.0％）に減
少した。
　実験・準実験研究は，第１期13編（25.0％）であった
が，第２期30編（42.9％），その後は27編（40.9％），16編
（29.6％），18編（25.0％）と徐々に減少傾向を示し，第６
期では14編（28.0％）とわずかに増加した。
　質的研究は，第１期は11編（21.2％）であったが，第２
期では９編（12.9％）に減少し，第３期では０％であっ
た。その後，第４期では１編（1.9％），第５期では７編
（9.7％），第６期では11編（22.0％）となった。

表３　研究デザイン別原著論文数

質 39 
量 192 

実験・準実験 118 
混　合 9 
その他 3 
不　明 3 図１　５年ごとの研究デザイン別論文割合の推移

表４　５年ごとの研究デザイン別原著論文数の推移

年
種類

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期
合計1978－

1982
1983－
1987

1988－
1992

1993－
1997

1998－
2002

2003－
2006

量 20 28 38 37 45 24 192 
（38.5） （40.0） （57.6） （68.5） （62.5） （48.0） （52.7）

実験・準実験 13 30 27 16 18 14 118 
（25.0） （42.9） （40.9） （29.6） （25.0） （28.0） （32.4）

質 11 9 0 1 7 11 39 
（21.2） （12.9） （0） （1.9） （9.7） （22.0） （10.7）

混合 5 1 0 0 2 1 9 
（9.6） （1.4） （0） （0） （2.8） （2.0） （2.5）

その他 3 0 0 0 0 0 3 
（5.7） （0） （0） （0） （0） （0） （0.85）

不明 0 2 1 0 0 0 3 
（0） （2.8） （0.5） （0） （0） （0） （0.85）

合　計 52 70 66 54 72 50 364 
（100） （100） （100） （100） （100） （100） （100）

      （％）
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Ⅲ．考　　察
　看護研究の動向分析では，学術集会講演集の抄録内容の
分析を行った研究４）, ５）も散見されるが，本研究は学会誌
に掲載された原著論文のタイトルおよび要旨から研究領域
および研究デザインを判断した。したがって，分析対象と
なった論文は，学会の主旨をよりよく反映していると考え
ることができる。以下，掲載論文の動向について考察する。
１．原著論文数から見た研究領域
　分析した364論文で最も多い研究領域は「看護技術」の
71編で，次いで「看護教育」の57編であった。「看護技術」
の論文数は全体の19.5％，「看護教育」は15.7％であった。
看護技術に関する論文数が多いのは，本学会には看護の最
も基本的な看護技術を研究対象とする教育者や研究者が多
いことや，また，看護技術の評価を数値として示しやすい
ことが関係しいているのではないかと思われる。
　次に多かった研究領域は「看護教育」であるが，この理
由としては本学会員の多くは教育者であるため，看護学生
や教員を対象にした研究が多くなったのではないかと思わ
れる。また，本学会の設立母体が四大学（弘前大学，千葉
大学，徳島大学，熊本大学）の教育学部特別教科（看護）
教員養成課程の先生方が主体になっていることも影響して
いると思われる。
　毎年，10編～14編の論文が掲載されているのに第４期は
原著論文が大きく12編も減少したのは，この時期に看護大
学の急激な増加による教員の移動などによる時間的な制約
が関係していたのではないかと思われる。
２．領域別論文数の動向
　第４期では，分類された研究領域は「その他」を含めて
12領域あり，その他の時期（第１期～第３期，第５期，第
６期）では13領域に及んでいた。このことは，本学会誌に
は多くの研究領域からの投稿があり，看護学全般の総合的

な学術雑誌といえるのではないかと思われる。研究領域を
詳しく分析すると，「看護技術」と「看護教育」は全期間
に渡って多くの論文掲載がみられた。これは，本学会員の
多くが教員であることが関係しているのではないかと思わ
れる。
　そのほかに，第１期，第２期では，「感染看護」や「地
域看護・在宅看護」に関する論文が多くみられたが，第５
期および第６期では，「慢性期看護・リハビリテーション
看護」，「精神保健看護」や「看護管理」など違った研究領
域からの掲載論文が増加していた。このことは，疾病構造
の変化や関心領域の変化などによってその時期の特徴が示
されていると思われる。
３．研究デザイン別論文数の動向
　掲載された364論文のうち質的研究は39編と少なく，量
的研究が192編と多いことが本学会誌の特徴といえる。ま
た，量的研究とは区別した「実験・準実験研究」を主体と
した原著論文は118編あり，両者を合わせると310編とな
り，１期と６期以外は全体の80％以上の割合になってい
た。このような量的な研究論文が多いことが他の学会誌に
比べて本学会誌の大きな特色であろう。研究において，人
に関する種々のデータを数値化して示すことは，多くの人
が理解しやすい手法であることに加え，本学会員は看護職
者と限定せず，学際領域の研究者や教育者，臨床実践者が
多数加わっていることも関係していると思われる。
　反対に，質的研究は少なく，これは量的研究や実験・準
実験研究が多いことの裏返しによるものであるが，本学会
員の研究手法が質的な研究ではないことを示している。本
学会が看護系の総合的な学術団体を目指すのであるなら
ば，今後はもっと質的な研究の論文投稿が増加するような
方策を考える必要があると思われる。

要　　　旨

　本学会誌の１巻１号 (1978年；昭和53年）から29巻５号（2006年；平成18年）に掲載された原著論文364編の
内容分析を行った。掲載された原著論文の研究領域を分析すると，「看護技術」が全体の19.5％，「看護教育」が
15.7％であり，５年毎に分析を行ってもすべての年代でこの２領域が上位を占めていた。この理由としては，本
学会の会員には看護ケアに必要な看護技術を研究対象とする教育者や研究者が多いことや，本学会の設立母体が
教育学部ということも関係していると思われる。
　一方，研究デザイン別の論文数では，量的研究が192編，実験・準実験研究が118編と多いのに対して，質的研
究は39編と少なかった。量的・実験的研究が主流であるとはいえ，研究領域が多岐に及んでいるところからも本
学会誌は看護学全般の学術雑誌といえる。
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